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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・馬場　雄弘様～15：07　東Cユニットへ医療保護入院となる。

・斎藤　節子様～11：48　東Cユニットへ医療保護入院となる。

【退院】
・中居　啓悦様～9：30　日赤へ転院となる。

【転出】
・鹿原　一様～10時　西病棟へ転出となる。

＜患者様連絡事項＞

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。自室にて臥床し開放観察を過ごしている。室内では不穏、興奮無く過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。主治医診察にて本日より8：00～18：00へ開放観察時間拡大の指示あり。開放時間は他女性患者と談笑する等している。頓服薬内服希望聞かれずに経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察実施。開放観察時間過度な飲水要求妄想言動無し。入室時の拒否、抵抗無く居室内でも静穏に過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・三浦　みよ子様～終日隔離中。自室内で脱衣行為見られ適宜着衣促している。対面時滅裂な言動、感情失禁持続。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・磯島　茜様～終日隔離中。自室にて概ね臥床し過ごされている。療養環境へ対する不満言動無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜小栁Dr診察＞
・庭田　久美子様～主治医診察を行っている。ホリゾン飲み切り中止、次回処方分からメマリー追加となる。また、本日から8：00～18：00に開放観察拡大となる。

＜入院患者様情報①＞
　日時：令和7年3月5日　15：07
　氏　　名：馬場　雄弘様
　生年月日：昭和21年9月29日(78歳)
　病　　名：脳梗塞後遺症
　性　　別：男性
　主 治 医：村上Dr
　サポート医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　うっ血性心不全にて八戸市立市民病院へ入院し、R6年12月八戸西病院
　へ転院となっている。ADLは自立、独歩である為夜間室内外を徘徊してし
　まい、また便器内で手や衣類を洗う行為もみられ、スタッフの目が離せ
　ない状態となっている。易怒性の亢進もみられ、介入したスタッフを叩
　く行為もあり。一般病棟での入院継続が困難となっている。市内に住む
　妹がキーパーソンであり、施設入所を進めようとしているところではあ
　るが、上記症状から施設申し込みを進めることができず、退院支援も難
　航している。認知機能低下もみられ、認知症も疑われる状態であり、易
　怒性、攻撃性を主とした精神症状改善のため転入院の依頼あり。
　R7.3.5東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報②＞
日時：令和7年3月5日　11：48
　氏　　名：齋藤　節子様（さいとう　せつこ）様
　生年月日：昭和25年11月24日(74歳)
　病　　名：うつ病、認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr　/　サポート医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　R6年7月より有料老人ホーム「いなほ荘」へ入居。入居後より落ち着き
　のなさがみられ、拒薬や大声が見られ不穏時には常に見守りが必要な状態
　となり、家族が施設に出向き見守りや服薬介助を行っていた。R7年2月中
[bookmark: _GoBack]　旬、右大腿部頚部骨折にて八戸日赤病院へ入院。入院中も不穏さあり。
　R7.2.28同施設へ退院。退院当日より不穏さが著明で家族が付きっ切りで
　見守りを行っており、大声や不眠、ベットから降り這って部屋を出てくる
　等あり施設対応困難であることから退居を促され、症状改善目的にて入院の
　希望あり。R7.3.5東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
